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と
学
問
の
発
展
史
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
リ
ァ
リ
テ
ィ
の

価
値
は
将
来
に
わ
た
っ
て
燦
然
た
る
も
の
と
し
て
残
る
だ
ろ
う
。

（
瀧
澤
利
行
）

〔
学
会
出
版
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
文
京
区
本
郷
六
’
二
’
一
○
、
電
話
○

三
’
三
八
一
四
’
二
○
○
一
、
上
巻
平
成
十
三
年
三
月
二
○
日
、
四
六

判
、
六
六
○
頁
、
本
体
七
○
○
○
円
、
下
巻
平
成
十
四
年
六
月
五
日
、

四
六
判
、
六
六
四
頁
、
本
体
七
○
○
○
円
〕

石
塚
久
郎
、
鈴
木
晃
仁
編

『
身
体
医
文
化
論
ｌ
感
覚
と
欲
望
』

面
白
い
論
集
が
誕
生
し
た
。
医
、
身
体
か
ら
喚
起
さ
れ
る
豊
穣
な
イ

メ
ー
ジ
を
、
英
文
学
、
英
国
ル
ネ
サ
ン
ス
演
劇
、
英
国
史
、
表
象
文
化

論
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
文
系
育
ち
の
若
い
頭
脳
が
、
枠
を
越
え
多
彩

な
視
点
か
ら
自
由
自
在
に
料
理
し
て
の
け
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
医
学

史
、
科
学
史
、
比
較
神
経
解
剖
学
と
理
系
に
も
関
わ
る
分
野
を
専
攻
す

る
研
究
者
た
ち
も
参
加
し
て
い
る
が
、
ご
く
少
数
に
す
ぎ
な
い
。

「
身
体
医
文
化
論
」
と
い
う
新
し
い
言
葉
を
表
題
に
掲
げ
た
、
こ
の
論

集
の
誕
生
の
背
景
に
は
、
一
九
八
○
年
代
以
降
の
欧
米
に
お
け
る
「
医

学
史
」
に
向
け
ら
れ
る
眼
差
し
の
変
容
と
、
英
国
に
長
期
間
留
学
し
、

英
語
・
日
本
語
ど
ち
ら
を
も
自
由
に
駆
使
し
て
活
発
に
議
論
を
交
換
し

あ
い
独
自
の
論
を
構
築
し
て
い
け
る
一
九
六
○
’
七
○
年
代
生
ま
れ
の

若
い
研
究
者
た
ち
の
、
集
団
と
し
て
の
華
々
し
い
登
場
が
あ
る
。

彼
ら
の
集
団
と
し
て
の
活
動
の
場
で
あ
る
「
身
体
文
化
研
究
会
」
は
、

慶
応
義
塾
大
学
の
学
事
振
興
基
金
の
助
成
を
受
け
継
続
的
な
研
究
会
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
論
集
は
、
こ
の
研
究
会
に
お
い
て
二
○
○
○

年
度
に
「
感
覚
と
欲
望
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
巧
本

の
ペ
ー
パ
ー
と
石
塚
、
鈴
木
に
よ
る
比
較
的
長
文
の
序
章
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。

文
字
通
り
多
様
多
彩
な
論
考
が
並
べ
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
短
い
紙
幅

で
は
到
底
す
べ
て
を
網
羅
し
て
論
評
を
加
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
せ
め
て
、
表
題
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

第
１
部
、
「
十
七
・
十
八
世
紀
ｌ
身
体
の
神
学
と
情
念
の
劇
場
」
に
は
、

次
の
四
本
の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
小
菅
隼
人
「
表
れ
る
内
面
ｌ

「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
に
見
る
演
劇
の
力
」
、
那
須
敬
「
病
と
し
て
の
異
端
’

十
七
世
紀
内
戦
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
神
学
と
医
学
」
、
鈴
木
晃

仁
「
霊
魂
と
身
体
の
政
治
的
メ
タ
フ
ァ
ー
の
類
型
学
’
十
七
世
紀
の
情

念
論
を
中
心
に
」
、
石
塚
久
郎
「
ア
プ
ル
ガ
ー
ス
の
神
経
神
学
Ｉ
霊
的
感

覚
と
来
世
の
身
体
」
。

第
Ⅱ
部
「
十
九
世
紀
ｌ
表
象
す
る
医
学
・
表
象
の
中
の
医
学
」
に
は
、

次
の
五
本
。
横
山
千
晶
「
見
ら
れ
る
身
体
・
診
ら
れ
る
身
体
ｌ
解
剖
と

女
性
の
図
像
学
」
、
中
村
哲
子
「
乳
癌
を
病
む
ド
ゥ
ラ
ク
ー
ル
子
爵
夫

人
、
そ
し
て
女
の
欲
望
ｌ
マ
ラ
イ
ア
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
「
ベ
リ
ン
ダ
」

（
一
八
○
一
年
）
を
め
ぐ
っ
て
」
、
ア
ル
ヴ
ィ
宮
本
な
ほ
子
「
恐
ろ
し
き

均
衡
ｌ
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
創
る
ロ
マ
ン
派
的
身
体
」
、
村
山
敏
勝
「
メ
ア

リ
ー
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ
ラ
ッ
ド
ン
「
医
師
の
妻
」
ｌ
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン

と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
と
、
上
山
隆
大
「
感
覚
の
治
療
と
欲
望
の
市
場
Ｉ
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一
方
で
興
味
深
い
論
考
も
極
め
て
多
く
、
一
つ
だ
け
あ
げ
る
の
に
は

濤
跨
い
が
あ
る
の
だ
が
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
小
菅
信
子
さ
ん
の
「
〈
戦
死

体
〉
の
発
見
」
が
実
に
面
白
か
っ
た
。
何
十
年
か
前
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ハ
ー
ヴ
ィ
の
事
跡
を
求
め
て
訪
れ
た
フ
ォ
ー
ク
ス
ト
ン
で
何
度
も

罰
○
且
旦
罵
日
①
号
国
月
①
）
の
急
坂
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
つ
つ
、
戦
死

し
た
若
者
を
悼
む
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
な
ぜ
第
一
次
世
界
大
戦
の
も
の
が

マ
ッ
サ
ー
ジ
セ
ラ
ピ
ー
と
十
九
世
紀
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
。

第
Ⅲ
部
「
二
十
世
紀
ｌ
回
帰
の
欲
望
と
技
術
の
夢
想
を
超
え
て
」
に

は
、
次
の
六
本
。
武
藤
浩
史
．
九
○
○
年
英
国
の
身
体
な
き
声
と
声

の
身
体
ｌ
西
洋
近
代
に
お
け
る
感
覚
的
欲
望
の
意
味
と
系
譜
」
、
遠
藤

不
比
人
「
〈
欲
動
〉
の
美
学
化
と
そ
の
不
満
ｌ
フ
ロ
イ
ト
、
ウ
ル
フ
、
不

気
味
な
身
体
と
し
て
の
〈
歴
史
〉
」
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
小
菅
信
子
「
〈
戦
死

体
〉
の
発
見
ｌ
人
道
主
義
と
愛
国
主
義
を
包
擁
さ
せ
た
身
体
」
、
萩
原
真

一
「
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
と
単
為
生
殖
の
デ
ィ
ス
／
ユ
ー
ト
ピ

ア
」
、
榑
沼
範
久
「
フ
ラ
イ
ト
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
、
坪

川
達
也
「
感
覚
と
欲
求
ｌ
魚
の
脳
か
ら
人
間
の
脳
ま
で
」
。

新
し
い
世
代
を
惹
き
つ
け
て
い
る
「
医
学
史
」
と
、
本
学
会
の
多
く

の
会
員
諸
氏
の
了
解
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
「
医
学
史
」
と
の
絶
望
的
な

懸
隔
が
表
題
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
評
者
は
、
興
味

の
赴
く
ま
ま
に
科
学
史
・
医
学
史
と
渡
り
歩
い
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

自
己
の
問
題
関
心
と
視
野
を
特
定
の
狭
い
領
域
に
限
定
し
な
い
よ
う
に

努
め
て
き
た
つ
も
り
な
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
こ
う
し
た
全
て

の
論
考
に
共
感
を
も
ち
つ
つ
付
き
合
う
に
は
、
か
な
り
の
努
力
を
要
し

た
C

〔
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
東
京
都
港
区
三
田
二
’
十
九
’
三
十
、
電
話

○
三
’
三
四
五
一
’
三
五
八
四
、
二
○
○
二
年
五
月
二
○
日
、
Ａ
５
判
、

四
六
二
十
Ｘ
Ｖ
ペ
ー
ジ
、
四
八
○
○
円
〕

『
日
本
精
神
科
医
療
史
』

待
望
の
一
言
で
あ
る
。
わ
が
国
の
精
神
科
医
療
の
歴
史
を
こ
れ
だ
け

の
質
と
量
で
、
単
独
の
著
者
が
ま
と
め
た
書
物
は
未
だ
か
つ
て
な
い
。

こ
の
書
物
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
精
神
科
医
療
の
歴
史
研
究
は
や
っ
と
ス

圧
倒
的
に
目
に
つ
く
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
感
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か

ら
だ
ろ
う
か
。
死
者
の
身
体
に
対
し
て
日
本
人
は
本
来
、
欧
米
人
と
は

異
な
る
感
覚
を
も
つ
ゆ
え
、
臓
器
移
植
は
日
本
で
は
定
着
し
が
た
い
の

だ
と
い
う
よ
う
な
雑
駁
な
議
論
を
吹
き
飛
ば
す
力
を
、
こ
の
論
考
は
も

っ
て
い
る
。
身
体
感
覚
を
伴
っ
て
得
た
疑
問
を
史
料
に
基
づ
き
丁
寧
に

解
き
ほ
ぐ
し
て
い
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
論
考
は
、
や
は
り
面
白
い
。

「
身
体
文
化
研
究
会
」
の
現
在
進
行
中
の
二
○
○
二
年
度
の
テ
ー
マ

は
「
腐
敗
と
再
生
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
の
序
章
で
編
者
た
ち
の

述
べ
て
い
る
「
従
来
の
〈
医
学
史
〉
の
も
つ
〈
好
事
家
た
ち
の
狭
院
な

か
び
く
さ
さ
〉
」
の
鋭
い
分
析
が
提
示
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
際

に
は
、
こ
の
若
い
世
代
に
よ
っ
て
、
再
生
の
具
体
的
な
処
方
茎
も
あ
わ

せ
て
語
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
月
澤
美
代
子
）

岡
田
靖
雄
著


